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信州大学一般教養部の設置と繊維学部の参加について

1　　　　　　　信州大学・繊紬’1秘隈小泉清明
　　　　　　　　はじめに　　　　ξ｝こ粘つい≡ぱしづ襲t撚嚇能ついて購続・織

して黍曲蝦もよく舶ているので・いままでのいきさ願　　　　40年度の僧大将来嵩珊
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蓮鐘：露麗麗哩謡麗㌶；婁葉鷲隠　　連讐鍵懸‡讐磁註？；㍑驚ζが・信州大学に悶

部省の質理局施設nlがその前年10月に国立大学建物施設の長　　　①文理学部の改組拡充

坦整備計画をたてたi『とにある。昭和38年を起点とし，10ケ　　　　同学部は学制改革のさい，一般救育担当の責任学部とし

‡㌶㍑翻諜螺蕊㌫三ま謬三蓬；纒蓬？匡　　万懸；麓；【懸鍵ま㌶2蒜灘鑛麟謬

朽建築の改築を主とし，このほかに大学の改組拡充に伴うも　　　　間おいてけぼりの悲況をかこってきた。このような文理

；欝認麓雲嘉曇§慧欝ξ轄㍑蒜舗蒜　　　籠鑓三‡慧㌶；；㌶；㌶㍍羅腎㍊賢

轍1麟議会第畑捌劉絵の勧告の線にそって・剛猶　　の趣旨醐§ついて緯劇泓前パ奇三貰瀞岡漉鵬の

綴劉馨三藍璽『芸蒜諜蕊藷£竺竺竺叢　　芒1憤灘瓢曇㌫漂竃㌶㌫纏灘題昆藷

及び専門教育施設の長期将来計画を樹立せよと要請した。こ　　　　学部と人文学部に分裂拡充したいという案が評議会その

の基本線が確認されない時け信大全学の施設計画は初期計画　　　　　他の公認の形で練られてきた。

蹴辮濃蕊蕊難》織‡㍊②㌶罐㌶繧数、、大画幽ため，政府け，‖，

雛懸潔竺綱る大蔵酬興　㌶震撫1雛‡曜㌶㌶欝
　信大の各学部および大学評議会けlll］題の重要｛生にかんがみ　　　　松木分校の定員は130名でほぼ削減数と見合う関係もあ

て・従来にない醐職轍を劃aたヵ㍉編・文繍に対す　　り，またこれ脳然教醗員榔こも系吉びつくので，分校
る回答の期限である7月上旬の諦議会において，学部間の意　　　　：荏廃問題け急にクローズアツプしてきた。松木分校け中

鉋亘統一ができないという理FI］で，一般教育についての施設　　　　南信義務教育の拠点でもあり，廃止にけ深刻な反対論も

計画けこれを保留し，専門教育のみの将来計画を提出するこ　　　　　予想されるが，信大全休の立場にたっと懸案の一般教育



（2）肪．154（霧騒纈易鍋）千曲会報　 lf縦ll40年7∫11Fl

　抗合，文川！の払允に岨里定員を．ζり向けることがてきれ　　す，他の5学｝lilて約・丸するヒい‘覗前て一～れ摺いノ瑠止を

　ば，両者とも一石二二鳥の餓てはないかという考えプJもて　　迩めたが，後述する、い）ソザ繊那’芋1；i；い疏☆が6月91k㌦熾

　てきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会て承認された砧果，その弦け6”細；案’1：允・・で’∫nlll功・）むも

③一般教育の統合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られている。
　従来大学の一般放ずrけたて割り式（劇｜｝」教介とクサビ朋　　　後述するよりにかノ×’口来”h山13’案け田Jrl時」この文∴1け1

　に交制させてfゴう）よこ割り式（入；捧当初の1～2年て　　折術の品果かたりの卿Ψがある・二とカてわかり・必ず｜幽．観

　全部すます），学部即位て行っ，一ヶ所にぴ合L人学一　　　け♂1さア～こいが，ともかく6月卜旬にllll川すろ概山要」こに川し二

　本て行う易合なとさよざまてあったが，女部竹け3～4　　　台うよっ成案なうる姿勢て41’備が〕｛〔・～）「・｝1てい6わけ陥語

　向前から専門学部と完全に対勺Sな地位にある沙、制化され　　　る。

　た一般教孜部（火人にIT教査学部といっ名前てプく学川発　　　　　　　　　　繊　維　学　部　の　態　度

i縫黙議藷灘i；羅え懸鞭撒；i31欝徽鞭1欝111

　　；聯霊蒜㌫㍑誌雅驚淵1瓢1㌫蒜　の狸㌫学，・岬那肺く四鮒・杣｝賊ぷ

≧竃曇繊竃1‖1難讐曇：｛；灘議i欝麟灘

　　　　　　　信大の評議　　　捲麟跳1㌶1謬鯉窺㌫‡㍑’見
　frT大てけ⊥、述の3，lll画が入学者激」曽処」ll！の国鎗であり，久　　　当学部も統合‘こ参加するに吝かてけゐ・いとい．、、二とζめ．，

部省からも強力な働きかけもあるIV情にかんがみ，昨秋の“・1’　　た。しかしこのベターであろか否か山見僧七・ついてけ教官の

議£て，その中に信州大学将来”ll蘭案1／1成委員会な乱ll成し，　　　記見は一→致1、なかった。反刈論としてけ，技1㌔り・マスフロに

以前とは異なる前向きの姿勢て検詞を初めた。この歪貝会も　　なる。　1介・輻け予備伎化の懸念が強い（放W1’11；て1川失学1｝ll出

各学部・とくに文理・教育，繊維の復着tllな，ll情で討議も一泣　　　2年を除いて他0）学部；は最初の1ゴ「だけ｛公本て一・illに教育を

一退の状態てあったが，遂に本年4月1F1の日1’議会において　　　うける）。似秀な数官が鑑まるか，ポ生運動の巣くっになら

　文理学部を衝休して人文学li【1，理学部の2学lll｛を折設する。　　ぬか，履修甲付いP付でもおとしたもめの投断力法，輌一教

　払育学部松木分板を廃止して教竹学、‖｛け長灯に統一する。　肯への疑1｝胱どの売」工か述へ砕⊥た。鋤硫と1ては削1「掩

　松本地区に信州入学一般数宜部を設置する。　　　　　　　　　異にする・各学部の学生が互いに］麦触することによ『、てあらゆ

　という将来”1画集が承認された。これらは三三付．一体，たが　　　るプJl如への視野を拡入する二とがてきる。学部はあまりに狭

いにきり訓すことのできλ1い総・合・1画として，孔徐認された。　　　い領域にたてこもりすさけ1ないか。搬れ統合け川の強ノJ次

ただし繊維学部は3件に頂存けないが一般教ず↑部にけ現晒」！、・，　　政餓であり。H小の大学を流れる人き穴風潮て（」たいか。

においてけ参加しないという学司臆心を表明tて・これが了　　今ぽベターてなくても皆が・協力すλしげ将末け必ずよいものに

承された。Lかし将）k繊維学部から参加の中入れがある場合　　　なるし・またそうあるべきてある。イμ大のたこ足の解i肖と総

け。†議会は喜んでこれを迎えるということも1｛1じ吊決戚され　　　合化についてけ教査統合をその足揖りと1，よう一ζけ代いかQ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ年になってから私は教虫統合について一ll恒rほど欲よう
　同日直ちに一般教衣・刊二，理学Iill・人文学lll；それぞれの設立　　に’番議を要砧しなかった。坪山は］c成派，反対派の対立かξ

琿備委員会と・設置に必要な具休的資＊1を整備するための調　　すます激化するh㌧勢を恐れた以外のなにものてもない。

査部会が結成され。61］下旬までに文1‖；劣に捉出する口召和4｜　　　1，r議会ては4∫］1Hの乙1庇においてW来‘，i画案の結論を｝ll

年艮概算要求苫rl成のための貝仏案が練られることになっ　　すことになったのて・学1‖；ては3113m1011」問に及ぶ」く哨間

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の1｝JI庇の人，投票によって決定するLJ外に力払めないことが

；械会組び各種委貝会け当駒∫限教ゴ端合にけ参加せ　価・・盤れ・票・ノこ醐した1リ川減酬少砿姐、．、百汲



昭和僻7月ぽ　　　　千　　曲　　会　　報　（距研］1314F6月18日第3皿郵便物認可）　舶．問（3）

統合には参加しないというrrll論1こ到辻した。賛成派も民主主　　ないが，学問の異常な進歩をX教育をいつよても教福ここデこわ

義のルー・レによったこの決定に則献なかった。そ〃ぷ11の　らせろことを，バ加・。敦砲ぴ同てやって川1・」課程を耐ヒ
！・’昼c会の」莫様は｜助占した通りだか，学部てけ市らに，学禍了　　充実してゆくことが，この助の人学の進むぺさ道ではない

来司画委貝会において不参加の線による今後のlll置について　　か。この意味て，い5n本の幅・1人学は1寸忠にノくきな不女句

研究な初めた。蹴∬臆大学一λで松オ、にてきる。こ釧・て　抱えている。・’糊の∫・寵な進展を帽快・7・が果して処理でき

学部の教孜はどのように位置づけされるか。またどのような　　　るか。皿通大の如きも1・ンツーの技術ノ＼学として企足Llこ

取扱いを型むか。この点の論己は実け教‘1’「会、1㌧てはあまり検　　が，最近の宇11f通fr，その他のめ丁ぐξ，しい聞発に↓‡，ド11∫Pく

討されず・漠然と今まで通｝）の力法が踏必されうとf杜じてい　　　学の機描てけ，．とうていついてゆけ次い。勢い他のノ（学と合

た人が多かったようだ。しかし教査の運営，敗官の身分，学　　 併するか，思い切って人幅に基¢占イ1学を取り入れる外に万法
生の取扱いその他各般のll噸1よ教ゴ1』部長のブ削口；トで行わJlろ　　はない。局且の熱のこもった1（炎11刮よ示峻にIll；むものであった。

し・教授会にも松本まてその都1足川侃せねば元cらぬ。繊『lL学　　　　6月711致官会II∫覧，古自の、□IJの中にイ・：1Mlは妓終決定がな

部長は果して大幅に旅限を委浪さ｝エた分室jcとして認められ　　　されるだ痴うという川らかな期lllがあり，会」義は初めからき

るかo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わめて屯rlF；しい空気に包まれた。ブ亡∩するものな｜。Tへは何
　5月6「1川かれた。拠1｛委でrl‘川｛∴ノ＼新・ll務局長は粁1’度　　回｛）1）1而を誘］∪したが，1jX論はぶ一〕とう1．λ「か一」た。ついに

の概出1衷求に閲する文lll｛摺の基木肋な考身，力を据介Lたが，　　投票が唯一の丁段てあ・ζ・ことかわかった。廿成反対の花は思

このなかに文1甲改糸1と教コ1LI剖8fは「すっきりして納得0）てき　　った通り伸少て，”｝矧1が蠕に二つに；llllれていることを物“∫ケ）に

る形て案がてきたものから逐次とりあげる1という一ll噴があ　　　が・その∬け3月3111の川よりはし・くらか人きく川いた。白

った。繊添fi学部か参加しなければ陥ノくの孜d品1｛はす・）きり1．　　票も多かった。品｜命は放直統合ち加に1｜W切るということ㍗．占

た形にならぬことはバハ寸工もない。　II止とすれば，二付一　　　ろ。

体の：1画が見送られる。これけ撤組の責任に1ヒ汁らないか‘，　　　　イli聞のし1担⊥や品）晶が川11命Cあるノ1・らば，1八品”拾部のこ〔フ）1｝飛

5［118H大学味部て”｝’ρll｛1長羽島，川llTll山1｜1’議員，野「1将來111　　部↓」ト1・企う、らは大き／v好感をも「’（：迎えら’h～ヒ（，たこの足の

画委員∫cは今後の方聾とについて学長，局学と」ぺ哨問懇，灼，プこ　　IB大はこれてよつやく近代ノ、学へのスタ←1・がきれるとい、

か，万IL九を得ざ力ば，教51rにけ参加という形をとり，連営　　　のだ。　Lかし同1日に繊維学部の1夏］Lllなll日も］甲解さ、h，ノ川幾

面て1考慮する列に力法けないて必ろう。しかぶすっきりL1こ　　　よ部宵や大学本｝1御よ学川の1了来についε，ノ；“bを1ムうべきで

線は文部竹目強硬に固日じナることに間違いはない。　　　　　　　あることもつけ加えられたΩ

　5月27n私は羽鳥品1五∫）1，野「1将IJ委n長とともに文尚竹　　　学1吊｝よ1］1速7貯《統合委貝☆をつくって，ぢ加にとも㌦］見

に川口『し大学課艮ほか，2，3の係’1泊こ仙会，学部がいよ」：　　体案を糾芝ることに．なった。

で一般教育をμ∫門殿肯と1司じ↓ヒ’nて』一寧に扱ってきた」lh㍉，

統合によるマスプロ教育の弊，予想さ，h7｝統合に対すζ）他学　　　　　　　　　　　学　生　の　動　向

部の樵の欠除ぽ国の人eぴ批剖醐している’間など　38f｛学仙llは掬嚇介を強く榔Lた．栂鵬綜、魂
をIJ色明し，これらに刈する文部宵の移え方をただした。　i深長　　合体てあるrl連介は，“、械会の議が容易によ，とよらない二と

は繊維学1＄が一般教育をJl・常にだいじにしている川削よよく　　に米をにやし6月26川受業放棄を‘山1｛liした。“1画は一継・）学

知っているが・この際1己（全学の醐にたって教酬じ合に参　順除いて，憤q］勺に1悔さ拓当学隅鋤1した。さらに
加し・従来の経験を生かLてこれを育成してもらえないか。　　　7月4日第ク波か1，ll山1きれたが。これは繊紙学部の猛反対で

如陛撚の；1画劇してはあくまて態勢のしっかり固よっ　りぷしなか飛。
たものをとりあげる。文1｛1瑠のこれに対する態度はシビーヤ　　　木年度の統合問題については他の5学1｛ll｝よ早くから賛ぱの

一である・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線をだしていた0）てドね史合としての動きはみ☆ないようてあ
　1｜搬の臆勢は学撫ことって｛∫利でないことが瀬次明らかに　　るヵミ，繊郡学部の白治会は強｛煙であった。数回学ノヒ総会を召

なった。5月28nの教官会議はついに3月3mの不参加の沢　　∬こして学部の参力IPを強く希望した。彼僚のいうところは現rじ

定線にもかかわらず・この問題は再検討することを決定せざ　　の分立杁態の教」匂よきわめて弱休であり，学部のそれにも甚

るをえない羽川こなった。延々811！1間｛こ及ぶ会1義において・　　しい不満ある。｝l」1門が史なる全学ぴ、学生が共通の話しあいの

文部省の圧力によって教官会議の結論をくつがえすことは大　　　場をもって広い視野の人聞をつくることが，現代の人間形成

学自治の糊申に反するもので｛よないか・現在の客観状蜘よ　の1隈てあるし，将糊会固1｛た叱他大W埠燈蛙王七肩
く認識せねばならぬ。3月末の会硫におりる認識と見通しU　　して活躍てきる糸地になろのではないか。

あますぎなかったかなどの議論あり，票決の紬果け人差をも　　　急見はきわめて強烈で，ド｛冶会幹部の見えない1じ迫も否定

って再審議すべしという詰論に到達した。　　　　　　　　　　できないように思うが，400名以上に及ぶ習名も届｝づてきた。

　5月31n再審議の教官会議，やはり活允な議諭が展聞され　　　いうことが一力的観念的てある。たとえば統介さえすれば今

たが，議長である私には，すでに賛成反対は各自の固定概念　　　よりもベターの教尭ができると思い込んでいる。これは明ら

となっていて，表明される惹見は空疎のものに感じられた。　　かに独断てある。’］〒実わ｝τわれの調べでけこの点に大きな疑

6叶聞半の後，学長とlr赫ξを学部に招致1て懇談会を開くこ　　門がある。しかしわれわれけ，少くとも私自身は，彼’9のい

とに落もついた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うところ，すなわら広いフf一ルド，刺激のある環境で㊤勉

　6月50，三村学長と1引刑［務局長と教冨イf志との懇訪会。　　強けともすれば1とまくこりかたまりがちの学部での勉強より

∫tデm局艮岬大文Fl出身）け文部省に永年3力務の後，静岡，　　も教育効果の⊥で，撒た人間形成の口標のためにも，効果的

富llb電通各大学の局長として敏腕をふるった人。大連文相　　　本質的て目、ないかと考える。老人にはい富の老者たちの気持

と喧嘩して本省を飛ひ出したという硬’日漢てもある。彼の説　　ちは飛躍的ですぐにはのみこめないが，静かに鳥えてみると

くところによゐと，教衣統合はnホの全大学のすう勢てあ　　彼争の云うことがむしろ正しいと思うことが再々ある。統合

る。東京農工ソく，京都工繊大などの2学部よりなる大学ても　　教育がよいものになるためには，教官ももbうんだが，とく
また東京工大，一つ橋大等の単利大学においてさえ八同して　　　に学生・一人一人のrl覚が最ノくの条γ1になろのではないかと私

これを行う只体案が練られている。教衣を軽視するわけては　　は思う。



　　（4）舶．154（昭和孤年6月珀日妨3額郵便物霞可）　千　　曲　　会　　報　　　　昭秘膵瑠順

　　　　　信州大学繊維学部一般教養課程統合決定についての経過報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ団江人刊llゴこ」川lk山口定次郎

　母校繊糺ぴ部目lli（1三罐「来「信州人学一・般教宜課狸松ホーケ　　　llイ、にいたり，イロ川人学およd迄部hぷとぴ）1イ1ドll偲」とも

所に統合」の可否についで［貞重に討1戚を続↓ナましたが，賛否　　　称すべさ・jl川か判明い1こ1，かJll人学全休ならひに繊維1’iξ部

胸論があつて容易にプ」向け決定することかてき才氾んてした　　　ll休の発展のために4ゆ，先の↓火定は急拠llf杉1か1δ’必要とする

　一プテ「曲会碍酢秋の総会において」二小：支会より捉案の緊急　　　という」1帖に立ちいたり，学“1；け似IPに，倹1・1有爪ねました1

動議にもとづさ「繊額学部の教尭課不ll］を統合されることけ，　　　が，6月7U数’日’フこ砿；、二bいて最瀦的悟山’㌧いた1　｝：したヒ

阿板の教育面において大いに．支陣あること，また人学允足当　　　ころ，今川け力向け逆転1て1孜｝1ぽん合仁加1ということに
川の歴史的’］ド人を無祝するものてあることをおもな川川と1ノ　　　なり寸Lた。　川1～の11↑細についゾけ学lill」ミかイ・‘レ｛掲赦｝P　l｝，の

て統合反対」の次11喪を行ない戸川lll会の瀞志をノこ明1た次第　　　とおり∨C♪，りdす。

であります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　礼いま1て1山‖に遺聴汁がらll1∫ノ；（り「llllζミ給ムの↓ノ↓漉け，わ

　なお’この漏㊤兇了につし・てけヨW絵に一任されました　加・れの微力をもっ・ζい日1，・との川’伽i漉するあノこ岡・
o）て，」甲Il会は学部の17場をぢ必1→つつ偵r巨に行動いた1寸　　　llに学内にあξ）」甲lil一同い1戒（・二1川1｛声く・く，イの山任4ご揃感

τた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ているところてあり1ビ1’が尚般θドhl白ご1∂（’㌔ξの1，倉員各

　「」嫁はさらにいくたひか宙“良を継杭いたLコLソ、こ結果，3　　　付のこ諒爪梅えらオ1カぱ吋ユ外（ノい1・」い｛7，りh’い、

∫］31日に「現哨点1・二おいてけ批査統合に小参力｜1」ということ　　　　以1繊紺学韻が1イ‘｜州ノぐ㍉叩4Jlいll｛㌧加．1にい㍑る紅1U山概

に・票決により決》1三いた1．・一応イ曲会のll的｛よ止せらカた　　　要ワL中L述べて目膓lllといたゴ僻1セてこ“；’恕ろ：∧ハい｛：かド1

かにみえましたが・その栗ノfは一坦てあり／した。その後5　　す、、

　　　　　　　　　　　　スモールスケインの製造方法に関する研究

　　　　　　第11回貞明皇后記念蚕糸技術賞受賞者　綱こ’同・KI嚇務ll噺役　塩　田　健　介　（プ川）

を㌶塩蹴㌶劉鵠±嬬織麟ス∴；㌫繊‡込細イ・騨糸’ll・蜘
ろLl的で研究に眉才した，　li∩和3舶2月に川’〕く4：糸綾lil；L場　　繰糸機の小什1川lilに於てオfリン〃λごfr・、（｝1郁’日‘1’り1川D

巴生産設備を行なし虻を1川始川抽35｛1に｛綱；じ場rl動　繰糸L．た糸枠帥蹴蜘，d．文に即了糸リ・rジ・・ピII

舗驚巌よ叉㍍卿纏㍑；㌫簗‡錯盟‡　論懸1纏鷲駕幅献も嫌小贈臨紗
って居る。当初の販売仙枯ぱ生糸｛91準糸仙のキロ1001ll高て　　　　オイリンクに就いて

あつたが・40年4目からキロ150円同て似売して居る。　　　　　繰糸巻取速反を1功案t力戸ナンイ況は7、．オン仙の十r｜パ

　スモールスケインの特長と効果　　　　　　　　　　　　　ク剤を川途別に仙川する。イ1川1い生糸川≠1］11％4’撫ll
従来の生糸け周囲1．5Mの瓦イ溜を捻造り史に括にイ！｝り60W　　　に均一なオでリソグ4’する。

を1ツのロノトして居るが・ス足一ルスケイは刷川0．4｜Mぴ）　　　合糸・サイジング

紐に口その註鯉し∫606伽1ンキングケー・に渦て　合糸酬糊・劇け妹毒1拾謝f☆・姉れ㍉
2吻を1ツのロソトして婦女子に堰上及容易なスタイルに出来　　場合繰糸小柏・湿さず，その］ま1「磁合糸り・rジングいハ虫就操

蠕る・さらに鰍に於てけ従緬はる製銅珊螂‘・1を必　伽こよ州酬11徽間川棚．41Mの蹴胴州珪」い，
要としたが・スモールスケインを使用することによりこれら　　　（神戊こ’臨柳1イDスケインと寸る。

鷲錫雛難竃難議1翼綴；曇i…懸驚ii藷灘き撫
　織物別準備コニ程一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　のけ従来の投入生糸16に対L紘Ll止が・遜色ないからてある。

禦㌶撒撒騨苫±；維　嚇蒜蕊嚇た。ケ，川、ドの紬剖、
紳糸，鍋嬬多二櫟懲泉漢了蓉縄管巻曇モ≧型㍊1三；芸、麟．言鷲㌻繋‡；墾
先染繊物の場合「省略出来る4［備〔程」　　　　　　　　　　シールチャソグする。1ロソトの1砧12肋穿。

「楓荘」利用案内　／
讐雛辮羅鞭量＝・・鞭；灘議ii；響i｛｛；　繊
2，朋申迦珊紬捌・う・　　　　　　8刷刷胴ぱ7r似．Lにわたるとさ｝沖坤込してトさい。
3，元ll用〕・1は1泊1名200円・2人400円・3人500円・4人600円。　9・刊∫H苔はすべてセルフサービスてす火気に充分注泊して

；：麟劉論㍊↑漂；8㌫鵠㌫蕊繋1櫃・て蹴・順て蜘㌣肱
　　5蝸で・、　　　　、　　　10・綱・鍵損したとさ｝洲直してトさい。

‘螺；麟灘襟《1’：繍㌶婁瓢1㍗蕊急元劉‡ご卵・端…噸椛
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曇藤1蘂ll｛戴麟§灘繭×訟・誕熟，
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目を㈱と昌の蜘眺・・卵ミ・椥・上がき蛾した脚・はりのよい馴1てとll・魂細｛・。討1餉吐げの織決，続

灘㌶・＝；：ら哩藷≧㌶麟　昆還蝋竃：顯ili議讐1

始1繍簿を照輪せ覗ると　鋪踊をも剖てい訓一人蛾蝋処は昧の：。女．∫，大いに飲み，鋤，
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…漏．154（昭承131年6月18日㈱償郵便物認可）千　曲　竺，＿旦＿＿＿魎竺竺、日＿

㌶諜鷲雛鑑、罐｛謬蹴：麗欝lll：鰍：∵

噺・39鍍刊1飾岐会‘ま1　、和40仲　イ．勧，t陣　・・絵1／と沌縮1・緒し　て1卿11棚1‖IUIの淋肌・1・・！・11：び

i欝鎌難灘乞灘i灘竺一゜灘璽竃1魏蔽醗1
れの暖かさでした。然し会員の参集は遣　　郡lj川∫とし，開催月日を1グ1年より早日　　った山o　　　　　　　、　　　，

漂蹴㌶≧麟竺1：・｝、隠麓灘三禦ずる゜○！　蕊隷灘灘㍑！讐灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　との逃訓あり池川1澗兄の銚いり疏が川投会い礼た。　（・IW）

竺㌶；。移。　　ま撫・聯二副支会長馴館認灘麟讐農瓢馴
と竃鞭㍑嬬㌶驚が選・臼竃璽i！2蕊灘鵠し蒜謬罐罐㌫匡蕊：

　　　　　相双方部　田原盛行　　　　　　所長　鹿膓i己、li訊勤長く片倉は勿論県内　i下さい。　　　　　　奇　　　　i

　　　　　ll脇市安述プ」部・ll惟・，刺部　蚕糸深者の信任鰍・・　　　　lll刷発行・1；数2・000・‖1・内・訓．層≧i剤
　　　　　任　　　　　　　　　　　　○上生碧二（糸22）片‘」ミ1型糸工場と　い・140部，代金未納126占il・閃係：メこ学協1

　3．千曲会代議員選任に付て・ド記の11｜・1名　　‘1さ之》雌！｛糸工場とを兼任一人二役の：」P：　1賛広｛’斜1等‘静贈318｛i・残部416部。i

　　が選任されました。　　　　　　　　　責を負い活躍中　　　　　，　　　　i　　　　　　　　千曲会動静部　｝
　　　　　　女‖；和　　三瓶常四nl｛　　　　○辻　茂男C蚕24）県庁〕勘li獲糸課に在　L・・…一一一一一　　　・・　一一一一　　　．一



i野。馳著憲㌶ぎ濡撫
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蚕13回卒）　　　　　　　‘

i養蚕の新技術　i
ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

≧　　掘副鞠者，樋畷家，輌嫌耐、向　　・

i　　　　農山漁村文化協会三
1　　　　鯨棚区蹴吉川ヒ町4の74｛

｛　Y25∩㊦40　　　　　　　｛
隻・．加1芦馴ll∫】劇‘1，、巾、，　ll戸冶lll．貞剛．【ピ酬．．、冒】，。Ilr司lll．rw，ll旧r川1面…‘．匂繭．lll

　　昭秘0年7月1目　 千曲会報（昭う即31年6月］8日第3櫨郵便物認可）肪．154（7）

　6胴rl午後2‖1か励【ll蜘。おいつい粥邑禦・②’剛1会掛】微つい　1順脂　（糸17或庫）
て川・珊f　’　　　　　η丁・珊教働1蹴鯉題！・て’いてけ　棚パll　　（糸18・蹴勘
　恨｛1、h項け①昭和394L良歳入歳川決∫ll　さきに総会て散虫統合反対の・大・・Rをしで　　秋川」1い郎　　（糸19・∫〔ltb）

　　　財団法人上田繊維科学振興会　　　ため企思・，II｜がノ」ぜわろいかと，かった　ン下川附｝1［の1砂崩わのため列｛ド運f了小

　　　許議員会開催　　　　　　　　　　　　昭和24‘1衆“捌りこの文部委nとしマL川の　　〕Uエの一萄もあり虫京の罎丁勢の一一r胞」中

馴㌫蕊繍i撚欝纐灘ぽ‖；縢淵繊き！簗i議バ
員山n定次郎，小林尚一，一志淑大，／も　　　楓荘開設準備完了　　　　　　　2イ’！畑濃」た

蹴謝㌶瓢劉；㍑。讐劉繊㍑6麗聯ぷ小ぷ綴；瓢2端
一郎，繊蜘久｜踊彦，梛1軸各髄1川1川川ば胴・1い三：側り1と当迦｛四燈棚杯の悟が・も腺

蕊耀蹴膿欝1　；・三麟漂煕騰瀧；ξ1㍑）旦瓢聯‡叉轡と氾
て既に」1二又をつく施L～こ。学会，1尚ぷ会，　　らいた1よす。　　　　　　　　　　　　　　　　野口教授信り1｜｛1大学評議員に選出さる

悪‡瓢認漂辮雀竺螺　軸会註縮　　 佐麟大郎姓・囎
源1’1，］・林尚一，小泉所，関博大，飯品　　会費通鮎1401▲ll完汕拘よ以後会（U巳除ど　　2、　u　5月23「1｛口州人学名社皇女授佐藤先

南ζ晦夫，笠原正巳，隅田降太nl｛，村⊥尚　れることに仏・」マいるが今川次の云員は　ごLにけ急判1｛1言貴賜庁允」内1酌ちに上川病

水n斗れ，，否仙～占和の各氏｜4名か祈に理　40回完納されW二。イ・会向上允展のため多　院～こ．人院された。－1日｝才全く生命も危ぶ

小に，〉川された。　　　　　　　　　　　　人のご協力い～こたいた」1｜官感謝い～こ｛」i　kれたカ㍉奥さん，御親菰の決断によつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ。　（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　で丁術弓、ご断行した。　（」：田病院山令者新

　　　　理事会開催　　　端良太郎　（ゴい2静岡）　．己尿78－D望4学1網．の献身刷。愉止tぴノ
　61］17日午後31日からイ曲会館におい　　　中、lll、静太郎　　　（五ξ5・兵　庫）　　　　協力もあつてその後羅過も極めて1胞調に

て理1去がβIJI｛1‘された。川席者はllll寸理　　　で中　　硫治　　　（糸2・兵　1・｝’）　　　　運ひオもλ「く退院さ，hイ、川。

良噛声’”一」．周u‘1’喝「鍾L‘1－一”’戸‘川‘鼻’1”｝17「 謔P－『川一」川’頃コ　　　1　｝…　“　｝一一……一一　一　　　　｝　　　｝…一

為替のこ用は

　　はやくてたしかな
　　　　　富士をご利用下さい

千曲会へのご送金は，当店宛の振替貯金

ロ座長野3523が一番ご便利です　　　　’

　　　　　　上田市原町

皆様の轡富士銀行上田支店
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＿学化∴構lllll糠1藩博蕎縄1嚇麟轟ハ、，
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